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　　　1.　事業所の概要

1） 事業所の名称及び代表者名

　 株式会社 田中建設

代表取締役　　田中　均

2） 事業所所在地

　 本社 〒923-1237　石川県能美市上清水タ70番地1

3） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

環境管理責任者　　　工事部　田中　健

連絡先TEL 　　0761-51-7880

e-mail 　　info@tanakaken.com

4） 事業内容

5） 事業の規模

法人設立

資本金 3000万円
従業員数 21名
延べ床面積 本社　：　110㎡ 倉庫　：　300㎡

建設発生土リサイクルセンター　：　38,535㎡

汚泥中間処理場　：　2,735㎡
売上高 (2022年6月1日～2023年5月31日)

主要製品 改良土、防草土、緑化材（イワダレ草）、各種固化材

6） 施設等の状況

10tﾀﾞﾝﾌﾟ2台  4tﾀﾞﾝﾌﾟ2台 4t吸引車1台

3tﾕﾆｯｸ車 1台 2ﾀﾞﾝﾌﾟ3台 軽ﾄﾗ2台

ﾘﾃﾗ 3台 ﾀｲﾔｼｮﾍﾞﾙ 2台 ﾊﾞｯｸﾎｰ 3台　

ﾌﾙｲ機 2基　粒状改良土ﾌﾟﾗﾝﾄ 1基　固化材プラント １式

汚泥中間処理施設

汚泥（無機性汚泥）

2151.6㎥　/日（11時間）

作業機械の種類と台数

一般土木工事業 建設発生土リサイクル（改良土・防草土）製造・販売

建設発生土の処理 建設汚泥の中間処理

産業廃棄物収集運搬業 緑化事業

固化材製造・販売

1994年3月10日

529百万円

運搬車両種類と台数

設備

処理施設の種類

処理する産業廃棄物の種類

処理能力

(1)



7） 2022 年度処理実績

ｔ

ｔ

      ※受託した廃棄物は100％再資源化しています。

8） 事業年度と認証・登録対象範囲

事業年度　　 2022年6月1日～2023年5月31日
対象事業所 本社
対象範囲　　　

9） 保有許可の内容

●一般建設業許可の内容

●産業廃棄物処分業許可の内容

許可区域 事業の区分

中間処理

固化再生

※移動式で使用する場合、

金沢市を除く県内一円

の建設汚泥の発生する

場所に限る

●産業廃棄物収集運搬業許可の内容

許可区域

石川県

【優良】

建設業の種類

産業廃棄物収集運搬量 10,486

産業廃棄物処理量 28,339

許可番号 許可年月日 有効年月日

一般土木工事業、建設発生土リサイクル（改良土・防草土の製造・販売）事

業、産業廃棄物中間処理業、産業廃棄物収集運搬業、固化材の製造・販売事

業

許可番号 許可年月日 有効年月日 廃棄物の種類

石川県知事　般-1　第12943号 令和2年7月31日 令和7年7月30日

土木工事業、とび・土木工事業、

石工事業、舗装工事業、

鋼構造物工事業、浚渫工事業、

水道施設工事業、解体工事業

石川県
第01722100304号 令和2年3月24日 令和9年3月23日

汚泥

(無機性汚泥に限る)

処理能力
【優良】

2151.6

㎥/日

許可番号 許可年月日 有効年月日 事業の範囲

第01702100304号 令和2年4月17日 令和9年3月23日

汚泥、廃プラスチック類、紙くず、

繊維くず、ゴムくず、金属くず、

ガラスくず・コンクリートくず及び

陶磁器くず、がれき類

【積替え保管なし】

(2)



10） 建設汚泥処理フロー図

※１.土壌汚染対策法２６項目に該当する汚泥（調査・分析) 廃棄物データシート（WDS)

※２.汚泥以外の廃棄物が混入している汚泥（目視）

※３.無機性汚泥、上水汚泥、建設汚泥以外の汚泥

※４.水質汚濁に係る環境基準に該当する汚泥

●受入事前確認に関する詳細は受入手順書により行う。

２．汚泥（高含水）【バキューム車】

１．汚泥（低含水）【ダンプトラック】

ピット構造とし流出を防止

ダンプトラックにより運搬

改良日毎に測定・記録し、添加量を決定する。

○　定期試験（毎月）

○　２６項目溶出試験（４ヶ月/回又は1,000㎥/回）

※　溶出試験結果により検出された場合は最終処分場に搬出する。

(3)

全面屋根構造で雨水による

性状変化を防止する。

固化材を投入し、バックホ

ウで十分に攪拌混合する。

ダンプトラックで運搬可能

強度qu=100KN/㎡を確認

する。

※印に該当する汚泥

汚泥(高含水)保管施設

固化再生

受入拒否

汚泥受入

強度確認

汚泥（低含水）保管施設

含水比測定

自走式改良機リテラ又は粒状改良土製造プラント

製品保管

販 売

qu=100KN/㎡以下

現地発生汚泥（無機汚

受入基準

対象汚泥分析・確認

※印に該当しない汚泥

受入基準

・ダンプトラックで運搬可能な汚

受入基準

・汚泥性状の確認（含水比、粒径等）

汚泥受入

固化再生



　　2.　推進体制表

（1）組織図

合計：21名(協力会社を除く)

（2）責任者の役割

経営における課題と運営の明確化

環境経営方針の制定

環境管理責任者の任命

エコアクションシステムの見直し

エコアクション21活動責任者

環境目標、計画の作成と進捗管理

環境経営レポートの作成、公開

進捗管理のデータ収集、整理

環境管理責任者の補佐

電気・水資源・LPガス使用量管理

燃料/重機・車両の管理

産業廃棄物の管理・リサイクル

収集運搬業務の適正化

一般廃棄物の管理・リサイクル

グリーン購入推進

書類・資料の電子データ化

産業廃棄物管理票（マニフェスト）管理

環境関連法規制等の遵守

産業廃棄物の適正な運搬・処分実施

各協力会社等

(4)

代表者

環境管理責任者

EA21事務局

工事・緑化部門

製造部門

営業・総務部門

代表者

環境管理責任者 EA21事務局

緑化・工事部門  製造部門 営業・総務部門

各協力会社

兼任



　　3.　環境経営方針

《基本理念》

株式会社田中建設は、循環型社会の実現、自然と人間の調和をモットーに

未来をつなぐ8つの事業を展開していきます。

事業活動を進める中で、環境に及ぼす影響を理解し、地球環境との調和、

地域社会との融和を図りながら進歩･発展する活動を行っていきます。

《行動指針》

1

2

3

4

株式会社　田中建設
代表取締役社長　田中　均

(5)

事業活動で消費するするエネルギーで特に電気、燃料の使用量を削減し地球温暖化防
止に努めます。

産業廃棄物の収集運搬及び中間処理の業務を適正且つ安全に実施すると共に無駄を
改善し作業の効率化を図ります。

自社･自社工事における廃棄物排出量の削減及び受け入れた廃棄物のリサイクル率を高
めるための処理技術の向上に努めます。

環境側面に関する法規制の他に、顧客との約束事項及び当社が定める自主管理基準を
遵守します。

この方針に基づいて社員一人ひとりが自主的に環境保全活動に取り組むために、取組方針と取
組目標及び具体的な取組内容を全社員に周知します。

2020年6月1日



★は重点項目、●は関連項目

３．９ ６．４ ７．３ １１．６
１２．２
１２．５

１３．２
１３．３

１５．１ １７．１７

行動指針

2

産業廃棄
物の収集
運搬・中
間処理の
適正化

3
一般土木
工事の効
率化

4

リサイクル
センター
の効率的
運用

6

法規制の
遵守と地
域社会へ
の貢献

　４．　田中建設の環境経営方針とSDGsへの取組み

田中建設は循環型社会の実現、自然と人間の調査をモットーに事業を展開します。環境への影響を理解し、地球環境と
の調和、地域社会との融和を図りながら活動を行い、SDGｓへの取組みも進めます。
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活動内容

１
地球温暖
化の防止

空調温度の適正化、
照明管理の徹底

アイドリングストップ、
エコドライブの推進

節水、雨水利用の向
上

グリーン購入の推進

リサイクル製品の品質
向上、販売促進

(6)

廃棄物運搬車の適正
運用、過積載の防止

5

廃棄物排
出量の削
減とリサイ
クル技術
の向上

一般廃棄物の３R推進

産業廃棄物の削減、
保管場所の整理整頓

適正な処理業者との
連携処理

工程管理の徹底によ
る効率化（資源有効利
用、ムダ排除）と重機
等の効率的運用

生産工程の効率化と
機械の効率的運用



　　5.　環境経営目標と結果

1）過去3年間の実績

※購入電力の二酸化炭素排出係数 (kg-CO2/kWh)

※2019年度は旧版ガイドラインにて実施。2020年度、2021年度は2017年版ガイドラインにて実施。

項目 単位 2019年度 2020年度 2021年度

売上高 百万円 509 423 455

二

酸

化

炭

素

排

出

量

購入電力

kg-CO2

24,578 11,369 37,633

LPガス 289 443 626

A重油 - - 65,040

ＣＯ2総量 kg-CO2 393,278 418,396 568,346

灯油 4,951 2,106 7,191

ガソリン 26,010 24,803 28,677

軽油 342,690 379,675 429,180

総排水量 m3 1,839 1,690 1,784

一般廃棄物排出量 kg 157 146 146

受託廃棄物量 ｔ 32,910 17,846 25,989

0.647 0.445 0.445

産業廃棄物排出量 ｔ 34,390 18,804 33,358

リサイクル率 ％ 100

(7)

393,278
418,396

568,346

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

過去3年間の二酸化炭素総排出量の推移

2019年度 2020年度 2021年度

509

423
455

0
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200
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400
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2019年度 2020年度 2021年度

売上高推移（百万円）



2）中期目標

①

②

③　売上高は目標期間中は仮に基準年2022年度の　529（百万円）を設定した。

④

⑤

⑥ 2022年度よりA重油を使用開始したので、新たに数値目標を設定した。

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度
環境目標 単位

基準年 中期目標

二
酸
化
炭
素
総
排
出
量

購入電力

kg-CO2

50,507 50,254 50,002 49,749

売上高 百万円 529 529 529 529

ガソリン 30,443 30,291 30,139 29,986

灯油 3,128 3,112 3,097 3,081

軽油 470,262 467,911 465,559 463,208

A重油 129,430 128,779 128,129

LPガス 390 388 386 384

130,080

原単位 kg-CO2/百万円 1,295 1,288 1,282 1,275

ＣＯ2総量 kg-CO2 684,810 681,386 677,962 674,538

一般廃棄物排出量 ㎏ 142 141 139 138

水使用量 ｍ3 1,631 1,615 1,598 1,582

28,544

ﾘｻｲｸﾙ率 ％ 90% 90% 90%
産業廃棄物の

排出量 ｔ 29,427 29,133 28,838

100%

2022年度を基準年として、二酸化炭素排出量は原単位ベース【売上高当たりのCO2排出量】を採用し、
毎年0.5％ずつ削減

購入電力の二酸化炭素排出係数は　0.445　㎏ｰCO2/kWhを使用している。

水使用量、一般廃棄物・産業廃棄物排出量は2022年度基準として、2023年度以降は、毎年1％ずつ削
減とする。

受託廃棄物量(建設汚泥) ｔ 28,339 - - -

産業廃棄物はリサイクル率90％以上を目標に設定。受託廃棄物量（建設汚泥）は目標値は設定せず、
数量のみ把握する。

(8)



3）今期の結果

*1　購入電力の二酸化炭素排出係数…0.445 ㎏-CO2/kWh 使用

*2　グリーン購入（事務用品）はすべて環境ラベル表示製品を購入した。

　評価基準 〇：達成　　△：0～10％未満未達成　　×：10％以上未達成

【評価結果】

＊購入電力の二酸化炭素排出量増大の要因は、固化材プラントにて高圧電力の使用による。今期実績を

　基に目標値の設定を再検討する。

＊令和4年8月上旬の大雨災害復旧工事現場が山間部で電気が通っておらず、軽油を燃料とする発電機を

　長期使用したため、目標を大幅に未達成となった。工事内容により使用量が変動する。

＊A重油の目標は今期実績を基準とする。しかし、固化材プラント稼働率を考慮する。

基準年
2019年

2022年度
目標

2022年度
実績

達成率
達成
状況

売上高 百万円 509 509 529

単位

×

ガソリン kg-CO2 25,991 30,291 30,443 99.5% ×

336,900 467,911 470,262 99.5% ×

購入電力 *1 kg-CO2 16,905 50,254 50,507

軽油 kg-CO2

99.5%

A重油 kg-CO2 129,430 130,080

〇

LPガス kg-CO2 285 388 390 99.5% ×

-

灯油 kg-CO2 4,948 3,112 3,128 99.5%

水使用量 m3 1,839 1,802 1,631 110.5% 〇

原単位 kg-CO2/百万円 756 1,339 1,295 103.4%

二
酸
化
炭
素
総
排
出
量 ＣＯ2総量 kg-CO2 385,029 681,386 684,810 99.5% ×

産業廃棄物の
排出量 t 34,390 33,702 29,427 114.5%

〇

一般廃棄物排出量 ㎏ 157 154 142 108.3%

リサイクル率 % 100% 100% 100% 100%

〇

－

グリーン購入の推進　*2 － 推進 推進 購入 100% 〇

受託廃棄物量(建設汚泥) t 32,910 － 28,339 －

×

収集運搬における環境配慮
・無駄な収集運搬ルートを選択せず道路状況（混雑具合）の把握によるルートを心がけ
る。

(9)

環境配慮製品の販売促進（防草
土・改良土）

m3 18,549 19,105 4,666 24.4%

385,029 418,396

568,346
684,810

2019年 2020年 2021年 2022年

二酸化炭素総排出量の推移

7%
4%

69%

1%

0%

19%

CO2排出量

割合

電力

ガソリ

ン
軽油

灯油



　　6.　環境活動計画及び取組結果とその評価、次年度の取組内容

評価日

1）　環境活動計画及び取組結果とその評価

取組結果：  A＝よくできた　B＝まあまあできた　C＝あまりできなかった　D＝全くできなかった

空調設備温度の適正化（冷房26℃　暖房23℃）

不使用時・退室時、消灯に徹底

照明機器の清掃

エアコンフィルターの清掃

アイドリングストップ B

急発進・急加速・急ブレーキの防止 A

車両点検・整備の徹底 A

現場における重機の効率的運用 A

工場の機械の効率的運用 A

現場移動は乗合いで最低限での車両使用 B

暖房器具温度の適正化 A

使用していない休憩所のストーブを消す。 A

現場事務所でのストーブ適正使用 A

給湯器使用は冬季のみ A

漏れガス防止 A

ガスストープの適正使用 A

３S（整理・整頓・清掃）活動を実施している A

ゴミの分別の徹底 A

作業ミスによる廃棄物の削減 B

保管場所の整理整頓 A

分別し適正な処理業者へ委託 A

節水表示等で節水の呼びかけ A

ホースに手元バルブを取り付けて流し放し防止 A

雨水利用の向上 B

ECO製品を優先に購入する A

自社製造リサイクル製品の販売促進 C

急発進・急加速・急ブレーキの阻止 A

積載オーバー防止 B

2）　次年度の取組

＊次年度は上記の具体的取組計画を継続つつ、更に向上できる取組を実施していく。

＊空調設備にサーキュレーターを使用し、節電しながら、業務環境を整える。

＊「エコドライブ10のすすめ」を掲示し実施する。

2023年7月20日

具体的取組計画 取組結果 次年度の取組

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

電気使用量

A 継続

A 継続

A 継続

A 継続

ガソリン･軽油・Ａ重油
使用量

継続

継続

継続

継続

灯油使用量

継続

継続

継続

継続

継続

LPガス使用量

継続

継続

継続

一般廃棄物の削減
継続

継続

産業廃棄物の削減と
リサイクル向上

継続

継続

継続

水道使用量の削減

継続

継続

継続

グリーン購入(事務用品) 継続

環境配慮製品の販売促進 継続

収集運搬における環境配慮
継続

継続
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　7.　環境関連法規制等の遵守状況

1) 環境関連法規等の遵守状況
　最新版確認　

　建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律

  フロン排出抑制法

※具体的な詳細は、別紙記録にあり。 ※評価は

※評価者　環境管理者　 　田中健

2） 環境関連法規制への違反，訴訟状況

環境関連法規制等の順守状況の定期評価の結果、環境関連法規への違反はありません。

また、関係当局よりの違反・訴訟等の指摘は、過去３年間ありません。

　消防法

(固化材製造装置） 特定施設設置届の提出 ○ ○

○

　　簡易点検実施 ○ ○

廃棄物・リサイクル対策関係法規

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律 契約書 ○

（廃棄物処理法） マニフェスト ○ ○

管理台帳 ○ ○

発生抑制 ○ ○

　確認者　環境管理者　　田中　健　

法　　規　　名 遵守状況・評価 9月 3月

○

石川県に報告 ○ ○

許可の更新・届出 ○ ○

公害対策関係法規

（建設リサイクル法） ３Rの推進 ○ ○

　振動規制法 (ベルコン・フルイ機・破砕機等) 特定施設設置の届出 非該当 非該当

　大気汚染防止法 (ベルコン・フルイ機・破砕機等) 一般粉塵発生施設の届出 ○ ○

　騒音規制法 (ベルコン・フルイ機・破砕機等) 特定施設設置の届出 非該当 非該当

特定建設作業の届出

特定建設作業の届出

(杭打ち機、削岩機、空気圧縮機など）

(杭打ち機、削岩機、空気圧縮機など）

○ ○

管理台帳 ○ ○

　土壌汚染対策法 契約 ○ ○

マニフェスト ○ ○

○ ○

2023年7月10日
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　労働安全衛生法 ○ ○

危険物貯蔵庫設置届　　 ○

　道路交通法 ○ ○

　道路運送車両法 ○ ○

その他の関連法規



　　9.　代表者による全体の評価と見直し

実施日

　代表者：　田中　均　　　　　環境管理責任者：　田中　健　　

*環境活動の実施状況

*緊急時の訓練記録

*環境への負荷の自己チェックシート等

*環境目標の達成状況

*環境関連法規制の遵守状況と評価

*外部、内部コミュニケーション状況

*環境経営レポート

2023年7月28日

場所 　㈱田中建設　本社会議室

出席者

参考資料

評価
と

見直し

固化材事業が稼働した事により、会社全体の事業に貢献している事がわかる。全
てを自社で賄い、SDGｓに取り組む成果が現れ出している。
しかし、固化材事業稼働により、A重油・軽油等、電気のエネルギー使用量が大幅
に増加している事から、次年度は基準年を今期の2022年度に見直し、実績値を基
に目標値・活動計画も見直す事。

改善
固化材事業から発生するフレコン廃棄物を、協力業者と協力し再利用にできるよう
検討する。

展望

土の総合事業会社として、あらゆる土のリサイクルが可能な会社を目指す。建設
発生土も上手く選別し、石は再生骨材に利用する等、完全な循環システムを構築
していく。
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